
 

 

 

  

｢活用｣の力を育てる評価問題
算数 小学校５年 

｢分数（たし算とひき算）｣
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価問題例 

☆真分数や帯分数、そして３つの分数の加法を扱う問題である。通分や帯分数の大小比

較等の既習内容を活用する必要がある。また、３つの分数の加法においては、３つの分

数を通分することが必要となる。この問題は既習内容をさらに活用させる力を付けてい

く問題である。 

 

・整数部分と分数部分とに分けて計算するか、仮分数に直して計算するか、どちらがよ

り早く正確に計算できると判断するかがポイントとなる。 

・３つの分数の加法では、３つを通分する（３つの分母の最小公倍数を見つける）こと

がポイントとなる。 

・大小比較の視点（整数部分・分母等）に着目して考え、説明することができるかがポ

イントとなる。 
 

めあてに沿った自分の学びを振り返らせることで、児童にめあてを意識させることが

大切であり、児童の実態や単元の流れに合わせためあての設定や提示の在り方を工夫し

ていかなければならない。 

評価問題のポイント

算数 分数のたし算とひき算 

 

 

 

 

（式） 

 Ａコース 

 Ｂコース 

 Ｃコース 

        答え     

（説明） 

山登りをしています。次のコースで道のりがもっとも

短いのは、どのコースでしょう。（単位はｋｍです。）
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授業展開例へ単元の流れへ  HOME 
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 ３ 【振り返り】 Ｂ

コ
ー
ス

①通分や整数部分・分数部分で比較す

ることができた。（◎ ○ △） 

②みんなに自分の考え方を説明できる

ようになった。 （◎ ○ △） 


